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■
19
～
20
世
紀
初
頭
、
大
英
帝
国
が
世

界
に
そ
の
支
配
力
を
誇
示
し
て
い
た
時

代
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
屈
指
の
金
融
一
族
「
ロ

ス
チ
ャ
イ
ル
ド
家
」
も
栄
華
の
頂
点
を
極

め
て
い
た
。「
ロ
ス
チ
ャ
イ
ル
ド
様
式
（le 

gout Rothschild

）」
と
呼
ば
れ
る
、
贅

を
尽
く
し
た
豪
華
絢
爛
な
一
族
の
屋
敷
が

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
に
建
造
さ
れ
、
各
所
で
夜

ご
と
賑
や
か
な
パ
ー
テ
ィ
ー
が
開
か
れ

た
。
今
回
は
、
英
国
に
あ
る
彼
ら
の
邸
宅

の
ひ
と
つ
を
紹
介
し
た
い
。

　

18
世
紀
に
ド
イ
ツ
・
フ
ラ
ン
ク
フ
ル

ト
の
ユ
ダ
ヤ
人
居
住
区
で
貨
幣
商
を
始
め

た
、
マ
イ
ヤ
ー
・
ア
ム
シ
ェ
ル
・
ロ
ス

チ
ャ
イ
ル
ド
を
祖
と
す
る
金
融
一
族
、
ロ

ス
チ
ャ
イ
ル
ド
家
。
マ
イ
ヤ
ー
・
ア
ム

シ
ェ
ル
の
５
人
の
息
子
た
ち
は
、
フ
ラ
ン

ク
フ
ル
ト
、
ウ
ィ
ー
ン
、
ロ
ン
ド
ン
、
ナ

ポ
リ
、
パ
リ
で
そ
れ
ぞ
れ
金
融
業
を
発
展

さ
せ
、
ユ
ダ
ヤ
人
と
し
て
初
め
て
５
兄
弟

全
員
が
オ
ー
ス
ト
リ
ア
皇
帝
か
ら
男
爵
位

を
授
与
さ
れ
て
い
る
。
現
在
は
ロ
ン
ド
ン

と
パ
リ
を
中
心
に
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
・
バ

ン
キ
ン
グ
、
保
険
、
不
動
産
、
ワ
イ
ン
、

レ
ジ
ャ
ー
、
観
光
な
ど
の
ビ
ジ
ネ
ス
を
展

開
し
、
世
界
中
に
影
響
力
を
持
つ
一
族
と

し
て
知
ら
れ
る
。

　

ワ
デ
ズ
ド
ン
・
マ
ナ
ー
は
、
ア
ー
ト
収

集
が
趣
味
で
あ
っ
た
ウ
ィ
ー
ン
分
家
出

身
の
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ド
・
ロ
ス
チ
ャ

イ
ル
ド
が
１
８
８
３
年
、
数
々
の
自
慢

の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
披
露
す
る
た
め
に

構
え
た
「
週
末
用
の
屋
敷
（w

eekend 
residence

）」
だ
。
バ
ッ
キ
ン
ガ
ム

シ
ャ
ー
に
あ
る
小
さ
な
村
ワ
デ
ズ
ド
ン
の

丘
一
帯
を
、
当
時
所
有
し
て
い
た
マ
ー
ル

バ
ラ
公
爵
よ
り
買
い
上
げ
、
フ
ェ
ル
デ
ィ

ナ
ン
ド
好
み
の
華
や
か
で
装
飾
的
な
16
世

紀
フ
ラ
ン
ス
・
ル
ネ
サ
ン
ス
様
式
の
シ
ャ

ト
ー
を
造
ら
せ
た
。
外
観
の
モ
デ
ル
は
フ

ラ
ン
ス
・
ロ
ワ
ー
ル
峡
谷
に
建
つ
シ
ャ
ン

ボ
ー
ル
城
（
世
界
遺
産
）
で
、
内
装
は
ロ

コ
コ
調
と
呼
ば
れ
る
壮
麗
な
18
世
紀
の
フ

ラ
ン
ス
様
式
で
覆
い
尽
く
さ
れ
て
い
る
。

壁
の
ほ
と
ん
ど
は
、
１
８
６
０
年
代
に
取

り
壊
さ
れ
た
パ
リ
の
格
式
あ
る
屋
敷
か
ら

の
移
築
で
あ
る
。

　

豪
邸
内
に
飾
ら
れ
た
家
具
や
美
術
品

ワデズドン・マナーを征く

は
、
並
外
れ
た
財
力
を
雄
弁
に
物
語
っ
て

い
る
。
フ
ラ
ン
ス
の
ル
イ
14
世
が
発
注
し

た
カ
ー
ペ
ッ
ト
か
ら
始
ま
り
、
ル
イ
15
世

が
愛
し
た
セ
ー
ブ
ル
磁
器
、
マ
リ
ー
・

ア
ン
ト
ワ
ネ
ッ
ト
が
使
用
し
て
い
た
書
斎

テ
ー
ブ
ル
、
ペ
ル
シ
ャ
王
を
感
激
さ
せ
た

と
い
う
フ
ラ
ン
ス
職
人
が
制
作
し
た
オ
ル

ゴ
ー
ル
時
計
な
ど
、
フ
ラ
ン
ス
を
中
心
と

し
た
豪
華
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
溜
息
を
も

ら
さ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。

　

ウ
ィ
ー
ン
分
家
出
身
で
パ
リ
生
ま
れ
の

フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ド
が
英
国
に
渡
っ
た
の

は
、
ロ
ン
ド
ン
分
家
出
身
の
母
親
の
実
家

を
訪
れ
た
と
き
、
彼
女
の
姪
で
あ
り
、
自

身
の
ハ
ト
コ
に
あ
た
る
エ
ヴ
ェ
リ
ー
ナ
と

恋
に
落
ち
た
こ
と
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
。

１
８
６
５
年
、
26
歳
で
同
い
歳
の
エ
ヴ
ェ

リ
ー
ナ
と
ロ
ン
ド
ン
で
結
婚
。
や
が
て
彼

女
は
妊
娠
す
る
も
、
難
産
の
果
て
に
母
子

と
も
に
逝
去
し
て
し
ま
う
。
１
年
半
と
い

う
短
い
結
婚
生
活
だ
っ
た
が
、
彼
は
そ
の

後
も
ロ
ン
ド
ン
に
留
ま
り
、
血
族
婚
を
繰

り
返
す
名
家
の
嫡
男
で
あ
り
な
が
ら
再
婚

は
し
な
か
っ
た
。
代
わ
り
に
胸
に
抱
え
た

大
き
な
喪
失
感
を
埋
め
る
た
め
、
ア
ー
ト

収
集
に
没
頭
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　

フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ド
は
１
８
９
８
年
、

自
身
の
59
歳
の
誕
生
日
に
屋
敷
内
の
一
室

で
ひ
っ
そ
り
と
息
を
引
き
取
っ
た
が
、
死

に
際
し
、「
孤
独
だ
。
た
と
え
金
、
銀
、

大
理
石
に
囲
ま
れ
た
生
活
を
し
て
い
て
も

苦
し
い
」
と
友
人
へ
書
き
送
っ
て
い
る
。

元
来
病
弱
で
あ
っ
た
彼
は
、
パ
ー
テ
ィ
ー

に
招
待
し
た
ゲ
ス
ト
た
ち
が
料
理
に
舌
鼓

を
打
っ
て
い
る
間
で
も
、
薬
の
ビ
ン
に
囲

ま
れ
、
水
と
冷
え
た
ト
ー
ス
ト
以
外
は
食

さ
ず
、
ワ
イ
ン
も
「
毒
」
で
あ
る
と
し
て

一
滴
も
口
に
し
な
か
っ
た
と
い
う
。

　

ロ
ス
チ
ャ
イ
ル
ド
男
爵
家
が
そ
の
全
盛

期
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
に
保
有
し
て
い
た
40

以
上
も
の
邸
宅
の
う
ち
の
多
く
は
、
相
続

人
不
在
な
ど
で
取
り
壊
さ
れ
て
し
ま
っ
て

い
る
。
そ
ん
な
中
、
ワ
デ
ズ
ド
ン
・
マ

ナ
ー
は
当
時
の
栄
華
を
あ
り
の
ま
ま
に
伝

え
、
我
々
を
華
麗
な
る
ロ
ス
チ
ャ
イ
ル
ド

の
世
界
へ
と
誘
っ
て
く
れ
る
貴
重
な
場
所

で
あ
る
。
つ
か
の
間
の
非
日
常
体
験
の
場

所
に
、
ワ
デ
ズ
ド
ン
・
マ
ナ
ー
を
選
ん
で

み
る
の
は
い
か
が
だ
ろ
う
か
。

© The National Trust, Waddesdon Manor



11 AUG 2022  /  No 125211 征くシリーズ

 ／赤の談話室
深紅の壁紙で覆われた応接間。ダイニング・ルームでの晩餐の準備が整うまでの間、パーティー
に招待されたゲストたちはこの部屋で談話を楽しんだ。ヴィクトリア女王、エドワード７世と愛
人、チャーチル元首相、フランス人作家のモーパッサンらが訪れている。

 ／ダイニング・ルーム
赤の談話室から続くダイニング・ルーム。鏡を多用し、「ミニ・ヴェルサイユ宮殿」として造られた。
ダイニング・テーブルには 24 脚のイスが設えられており、これはフェルディナンドが開いていた当
時のパーティーのままという。

 ／グレーの談話室
食後に女性陣が集い、カードゲームや音楽、談話などを楽しんでいた応接間。男性たちは喫煙室
やビリヤード・ルームで紳士同士の社交を終えた後、待っている連れの女性たちとこの部屋で合
流した。

 ／喫煙室
ワデズドン・マナーの東側に建つ男性専用棟「バチェラーズ・ウイング」内にあるスモーキング・
ルーム。食後に男性陣が集い、葉巻やタバコをくゆらせながらカードゲームや談話を楽しんだ。こ
の部屋の向かいにはビリヤード・ルームもある。

※ 2022 年８月９日現在
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アクセス
【自動車】M25 のジャンクション 20 で

下り、Aylesbury 方面に走り、A41 に突
き当たったら左折、Waddesdon Village
へ。左手にナショナル・トラストのマー
ク が 描 か れ た Waddesdon Manor の 標
識が見えてくる。所要約１時間半。

【電車】 Aylesbury まで１時間、さら
にローカルバスで１時間ほど。

Waddesdon Manor
ワデズドン・マナー

Near Aylesbury, Buckinghamsihre HP18 0JHB
Tel: 01296 820414 
https://waddesdon.org.uk

開館時間 10 月 30 日まで（月・火曜休み）
 ガーデン  10：00 ～ 17：00
 ハウス  11：00 ～ 16：00
 入場料 ￡25.20
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　ビジネスチャンスを感じ取り、素早く先行投資
していくロスチャイルド家の商法の中でも異彩を
放つのが、ワイン・ビジネス。現在、フランス・
ボルドー産の赤ワインで第１級の格付け（プルミ
エ・クリュ）を得ているワインは５銘柄で、ラ
フィット／マルゴー／ラトゥール／オー・ブリオ
ン／ムートンとなっている。
　 そ の う ち の ２ 銘 柄、「 ラ フ ィ ッ ト（Château Lafite Rothschild）」

（ ① ） は ロ ス チ ャ イ ル ド の パ リ 分 家、「 ム ー ト ン（Château Mouton 
Rothschild）」（②）はロンドン分家の所有で、なんと５つのうち２つの
銘柄のオーナーがロスチャイルド家である。
　実は、これも同家の政治的手腕の賜物。1855 年に行われた格付けの
時点では、ロンドン分家所有のムートンは２級とされていた。しかし、
お隣のパリ分家が１級と格付けされていたラフィットのブドウ園を購入
したことにライバル心を燃やし、ムートンの格付けを上げてもらうべく
品質改良、ラベル変更などに着手。さらに当然のごとく、ワイン業界へ
の政治的働きかけも大々的に行った。これによって 1973 年、異例の格
付け改定によりムートンが１級に昇格、現在の５大銘柄となったのであ
る。ロスチャイルド家の「力」を如実に物語る出来事と言えよう。

▲ ワデズドン・マナーの地下にはワインセラーがあり、見学することができる
（別入口なので見逃さないように注意）。その年にできたロスチャイルド・ワイ

ンを初めて空けるときは、ワインセラーに付随するこの部屋に一族が集まり、
テイスティングを行うという。

▲ ワデズドン・マナーにはワイン・ショップもあり、ロスチャイルド・ワイン
各種を購入することも可能。1 万 5000 本ものボトルを貯蔵しており、通常のワ
イン・ショップではなかなか見かけないロスチャイルド銘柄を手に入れること
ができる貴重な機会。フェルディナンドの時代のヴィンテージもののほか、お
土産として手頃な価格のワインもある。

「ワイン財閥」としての

　　　ロスチャイルド家

① ②


